
入学前の課題のノートのまとめ方について 
  
これから始まる医療の勉強において、大切な土台となるのが「人体の構造（解剖）」と「人体の機能（生
理）」です。 この課題は、単にテキストを埋めることだけが目的ではありません。「自分の手を動かして
図を描き、情報を整理する」ことで、知識を確実に定着させることが目的です。 
 
【本課題の３つのルール】 
1. テキストへの書き込みだけにしない 

テキストに答えを書き込むだけでは、すぐに忘れてしまいます。必ずノートまたはルーズリー
フを用意し、そこにまとめてください。入学後の学習のためにテキストに書き込まなくても構
いません。 

2. 図は「下手」でもOK！  
きれいな絵を描くことがゴールではありません。「どこに何があるか」をイメージできることが
目的です。簡略化した図でも、トレース（写し書き）でも構いません。 

3. わからなければ「書き写し」でOK  
要点が自分でまとめられない場合は、テキストの文章をそのまま書き写しても大丈夫です。ま
ずは「医療系の用語に触れる」ことから始めましょう。 

 
【学習効果を高めるノートの作り方】 

1. ビジュアル化のヒント 
ü 色を活用しよう: モデルノートのように、重要なキーワードや部位を色分けすると記憶に残
りやすくなります。（例：動脈は赤、静脈は青、神経は黄色など） 

ü 図のハードルを下げよう: リアルに描くのが難しければ、丸や四角を使った「模式図」で表現
しても十分です。可能な範囲で書いてみましょう。 トレース（写し書き）でも構いません。 

2. 情報の整理 
ü 余白を作ろう: ぎっしり詰め込まず、余白を多めにとっておきましょう。入学後の授業で先
生が話した「プラスαの知識」を書き足せるようになります。 

ü 調べ学習の追記も OK！: テキストに載っていないことでも、ネットなどで調べて気になっ
たことがあれば、どんどん追記してください 。 

 
【教員からのメッセージ】 
解剖・生理学は、目で見るだけでなく、手を動かして描くことで記憶に残ります。 この課題は、きれ
いに仕上げることがゴールではありません。ノート作りに悩みながら書き込んだ「時間と努力」が、皆
さんの知識の土台になります。書き写しでも大丈夫です。まずはテキストを読んで、ノートを広げてみ
ましょう！ 
 
 
 
 
 
 
 



【レイアウト・デザインのポイント】 
 
＜テキスト元ページ＞                   ＜作成したノート＞ 
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特徴を捉えていれば、

簡単な絵でもOK！ 

テキストの要点をまとめて記載してく

ださい。 

要点をまとめるのが難しい場合は丸

写しでも構いません。 

テキストの内容の要点を書き込む

感じでいいです。 
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⾊分けするとわかりやすいです。 

（動脈：⾚、静脈：⻘） 

絵を描くのが苦⼿な⼈は、

テキストの図をトレースしても

構いません。 

テキスト以外で調べたことも

追記してOK！ 

です 


